
       文部科学省委託「外部専門家を活用した交流及び共同学習推進事業」  
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※県立八戸第一養護学校中学部を対象に実施したアンケートの結果より 

障害者 
アスリート

の 
講演会 

障害者 
スポーツを
通じた 
交流 

事業内容 

青森県教育委員会 

 何もできな
い人たちだと
思っていたが、
自分でできる
ように頑張っ
ているんだと
イメージが変
わった。 
 話しづらい
イメージだっ
たが、話しや
すかった。 
 障害があっ
てもみんなと
同じ遊びがで
きた。 
 最初は遠慮
していたけれ
ど普通に接す
ることができ
た。 
 その人にで
きることを探
すことがとて
も大切だと感
じることがで
きた。 
 障害者でも
できることや
楽しみはいく
らでもある。
障害者は決し
て不幸ではな
い。 
 私たちとほ
とんど変わら
ないと思った。 

 全部自分で
ちゃんとやり
遂げようとし
ていて、何で
もかんでも手
助けをするの
は悪いことだ
と思った。 
 いつも悲し
そうだと思っ
たら、笑顔で
足がない人で
もいつも元気
で笑っている
んだなと思っ
た。 
 今までは障
害のある人か
ら避けていた
けど、障害の
ある人と一緒
に体験する楽
しさが分かっ
た。 
 障害のある
人へのイメー
ジは、障害を
気にせずに一
生懸命楽しん
で生きている
というイメー
ジに変わった。 
 障害のある
人を見つけた
ら助けたいと
思った。 
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障害者アスリートの講演会 

ゴールボールを通じた交流 

ボッチャを通じた交流 

協力してカローリングをする生徒 

ＡＡＣを使って作戦会議 

特支校の生徒がルールを説明 

みんなでできるルールの検討 

交流校からの手紙 

連絡協議会 
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相互理解
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